
JP 2017-518586 A 2017.7.6

10

(57)【要約】
　容量性タッチパネルであって、その中に形成された、
タッチパネル内の容量結合を修正するための誘電体構造
を含む容量性タッチパネルが開示される。１つまたは複
数の実施態様では、容量性タッチパネルは、互いに隣り
合わせに配置された、細長く延びた駆動電極と、細長く
延びた駆動電極を横切って互いに隣り合わせに配置され
た、細長く延びたセンサ電極とを含む。また、容量性タ
ッチパネルは、センサ電極の上に配置された、容量性タ
ッチパネル内の容量結合を修正するための誘電体構造を
同じく含む。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　互いに隣り合わせに配置された、複数の細長く延びた駆動電極と、
　前記複数の細長く延びた駆動電極を横切って互いに隣り合わせに配置された、複数の細
長く延びたセンサ電極と、
　前記複数のセンサ電極のうちの少なくとも１つのセンサ電極の上に配置された少なくと
も１つの誘電体構造と
　を備えている相互容量式タッチパネル。
【請求項２】
　前記複数の細長く延びた駆動電極および前記複数のセンサ電極が、各駆動電極と各セン
サ電極のそれぞれの交点にピクセルを画定している、請求項１に記載の相互容量式タッチ
パネル。
【請求項３】
　前記少なくとも１つの誘電体構造が、前記画定されたピクセルにおける前記センサ電極
の上に配置されている、請求項２に記載の相互容量式タッチパネル。
【請求項４】
　前記少なくとも１つの誘電体構造が、前記少なくとも１つのセンサ電極の上に直接配置
されている、請求項１に記載の相互容量式タッチパネル。
【請求項５】
　前記少なくとも１つの誘電体構造が複数の誘電材料を備えている、請求項１に記載の相
互容量式タッチパネル。
【請求項６】
　前記少なくとも１つの誘電体構造が単一の誘電材料を備えている、請求項１に記載の相
互容量式タッチパネル。
【請求項７】
　前記少なくとも１つの誘電体構造が、約２０から約１００までの範囲に及ぶ比誘電率を
有する少なくとも１つの誘電材料を備えている、請求項１に記載の相互容量式タッチパネ
ル。
【請求項８】
　相互容量式タッチパネルを形成する方法であって、
　互いに隣り合わせに配置された、複数の細長く延びた駆動電極を形成するステップと、
　前記複数の細長く延びた駆動電極を横切って互いに隣り合わせに配置された、複数の細
長く延びたセンサ電極を形成するステップと、
　前記複数のセンサ電極のうちの少なくとも１つのセンサ電極の上に少なくとも１つの誘
電体構造を形成するステップと
　を含む方法。
【請求項９】
　前記複数の細長く延びた駆動電極および前記複数のセンサ電極が、各駆動電極と各セン
サ電極のそれぞれの交点にピクセルを画定する、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記少なくとも１つの誘電体構造が、前記画定されたピクセルにおける前記センサ電極
の上に配置される、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記少なくとも１つの誘電体構造が、前記少なくとも１つのセンサ電極の上に直接配置
される、請求項８に記載の方法。
【請求項１２】
　前記少なくとも１つの誘電体構造が複数の誘電材料を備える、請求項８に記載の方法。
【請求項１３】
　前記少なくとも１つの誘電体構造が単一の誘電材料を備える、請求項８に記載の方法。
【請求項１４】
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　前記少なくとも１つの誘電体構造が、約２０から約１００までの範囲に及ぶ比誘電率を
有する少なくとも１つの誘電材料を備える、請求項８に記載の方法。
【請求項１５】
　互いに隣り合わせに配置された、複数の細長く延びた駆動電極と、
　前記複数の細長く延びた駆動電極を横切って互いに隣り合わせに配置された、複数の細
長く延びたセンサ電極であって、前記複数の細長く延びた駆動電極および前記複数のセン
サ電極が、細長く延びた各駆動電極と細長く延びた各センサ電極のそれぞれの交点にピク
セルを画定する、複数の細長く延びたセンサ電極と、
　それぞれの交点の上に配置された複数の誘電体構造と
　を備えている相互容量式タッチパネル。
【請求項１６】
　前記複数の誘電体構造のそれぞれの誘電体構造が、対応する交点に対して緩やかな先細
りになっている、請求項１５に記載の相互容量式タッチパネル。
【請求項１７】
　前記少なくとも１つの誘電体構造が、前記少なくとも１つの細長く延びたセンサ電極の
上に直接配置されている、請求項１５に記載の相互容量式タッチパネル。
【請求項１８】
　前記少なくとも１つの誘電体構造が複数の誘電材料を備えている、請求項１５に記載の
相互容量式タッチパネル。
【請求項１９】
　前記少なくとも１つの誘電体構造が単一の誘電材料を備えている、請求項１５に記載の
相互容量式タッチパネル。
【請求項２０】
　前記少なくとも１つの誘電体構造が、約２０から約１００までの範囲に及ぶ比誘電率を
有する少なくとも１つの誘電材料を備えている、請求項１５に記載の相互容量式タッチパ
ネル。
【発明の詳細な説明】
【背景技術】
【０００１】
　タッチパネルは、電子デバイスのオペレータが、指、スタイラス、等々などの器具を使
用してデバイスに入力を提供することができる人間機械インターフェース（ＨＭＩ）であ
る。たとえばオペレータは、自分の指を使用して、モバイル計算デバイス、パーソナルコ
ンピュータ（ＰＣ）、またはネットワークに接続された端末に取り付けられたディスプレ
イなどの電子ディスプレイ上の画像を操作することができる。いくつかのケースでは、オ
ペレータは、２本以上の指を同時に使用して、２本の指を互いに離れる方向に移動させる
ことによって実行されるズームコマンド、２本の指を互いに向かって移動させることによ
って実行される縮小コマンド、等々などの固有のコマンドを提供することができる。
【０００２】
　タッチスクリーンは、スクリーンの表示領域内における接触の存在および／または位置
を検出するためのタッチパネルをディスプレイの上に組み込んだ電子視覚ディスプレイで
ある。タッチスクリーンは、オールインワンコンピュータ、タブレットコンピュータ、衛
星ナビゲーションデバイス、ゲーミングデバイスおよびスマートフォンなどのデバイスに
広く使用されている。タッチスクリーンにより、オペレータは、マウスまたはタッチパッ
ドによって制御されるポインタを使用した間接的な対話ではなく、タッチパネルの下側の
ディスプレイによって表示される情報と直接対話することができる。容量性タッチパネル
は、タッチスクリーンデバイスとともに使用されることがしばしばである。容量性タッチ
パネルは、通常、酸化インジウムスズ（ＩＴＯ）などの透明導体がコーティングされたガ
ラスなどの絶縁体を含む。人間の身体も同じく電気導体であるため、パネルの表面に接触
すると、容量の変化として測定することができるパネルの静電界がひずむことになる。
【発明の概要】
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【課題を解決するための手段】
【０００３】
　容量性タッチパネルであって、その中に形成された、タッチパネル内の容量結合を修正
するための誘電体構造を含む容量性タッチパネルが開示される。１つまたは複数の実施態
様では、容量性タッチパネルは、互いに隣り合わせに配置された、細長く延びた駆動電極
と、細長く延びた駆動電極を横切って互いに隣り合わせに配置された、細長く延びたセン
サ電極とを含む。また、容量性タッチパネルは、センサ電極の上に配置された、容量性タ
ッチパネル内の容量結合を修正するための誘電体構造を同じく含む。
【０００４】
　この概要は、以下の、発明を実施するための形態、の中でさらに説明される概念の選択
を単純な形態で紹介するために提供されたものである。この概要には、特許請求される主
題の重要な特徴または本質的な特徴を識別することは意図されておらず、また、特許請求
される主題の範囲を決定することを目的として使用されることも意図されていない。
【０００５】
　発明を実施するための形態は、添付の図を参照して説明されている。説明および図にお
ける異なる実例の中の同じ参照番号の使用は、同様のアイテムまたはまったく同じアイテ
ムを示し得る。
【図面の簡単な説明】
【０００６】
【図１】本開示の一実施態様例による、センサ電極の上に配置された誘電体構造を有する
タッチパネルのためのセンサおよび駆動電極を示す平面図である。
【図２】本開示の別の実施態様例による、センサ電極の上に配置された誘電体構造を有す
るタッチパネルのためのセンサおよび駆動電極を示す平面図である。
【図３】本開示の別の実施態様例による、センサ電極の上に配置された誘電体構造を有す
るタッチパネルのためのセンサおよび駆動電極を示す平面図である。
【図４】複数の誘電材料を備える誘電体構造を示す線図である。
【図５】本開示の一実施態様例による、誘電体構造を有するタッチパネルを組み込んだタ
ッチスクリーンアセンブリを示す分解等角図である。
【図６】本開示の実施態様例による、タッチパネルを形成する方法を示す流れ図である。
【発明を実施するための形態】
【０００７】
概説
　投影型容量性接触（ＰＣＴ）タッチパネルは、ガラスのシートの上に層状に構成された
導電材料の行および列のマトリックス（たとえば格子）を備えたタッチスクリーンを備え
ている。いくつかの実例では、ＰＣＴタッチパネルは、行電極（たとえばトレース）およ
び列電極（たとえばトレース）によって格子の各交点に形成される相互容量性センサ（た
とえばコンデンサ）を利用した相互容量技術を使用している。しかしながらいくつかの実
例では、タッチパネルは、多くの「不感体」、すなわち接触座標が接触位置とともに変化
しない領域、および／または隣接する列間で測定される接触信号が弱すぎて、そのために
計算された接触座標が大きい飛越しおよび不連続性を有することになる領域を含むことが
ある。
【０００８】
　したがって、容量性タッチパネルであって、その中に形成された、タッチパネル内の容
量結合を修正するための誘電体構造を含む容量性タッチパネルが開示される。誘電体構造
は、容量結合を選択的に修正し、および／または静電変位場を導いて、ユーザの指および
／またはスタイラスとの容量結合を大きくするために利用することができ、それによりタ
ッチパネルの感度を大きくすることができる。したがって誘電体構造を利用して、この結
合の空間依存性を適合させることができる。１つまたは複数の実施態様では、容量性タッ
チパネルは、互いに隣り合わせに配置された、細長く延びた駆動電極と、細長く延びた駆
動電極を横切って互いに隣り合わせに配置された、細長く延びたセンサ電極とを含む。ま
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た、容量性タッチパネルは、センサ電極の上に配置された、容量性タッチパネル内の容量
結合を修正するための誘電体構造を同じく含む。１つまたは複数の実施態様では、誘電体
構造は、約１０ナノメートルから約１００ナノメートルまでの範囲に及ぶ厚さを有するこ
とができる誘電材料を備えている。
【０００９】
実施態様例
　図１から図３および図５は、本開示の実施態様例による相互容量式タッチパネル１００
の例を示したものである。容量性タッチパネル１００を使用して、必ずしもそれらに限定
されないが、オールインワンコンピュータ、モバイル計算デバイス（たとえばハンドヘル
ド携帯型コンピュータ、携帯情報端末（ＰＤＡ）、ラップトップコンピュータ、ネットブ
ックコンピュータ、タブレットコンピュータ、等々）、モバイル電話デバイス（たとえば
セルラー電話およびスマートフォン）、携帯型ゲームデバイス、携帯型メディアプレーヤ
、マルチメディアデバイス、衛星ナビゲーションデバイス（たとえば全地球測位システム
（ＧＰＳ）ナビゲーションデバイス）、電子ブックリーダデバイス（ｅＲｅａｄｅｒ）、
スマートテレビジョン（ＴＶ）デバイス、表面計算デバイス（たとえば卓上コンピュータ
）、パーソナルコンピュータ（ＰＣ）デバイスを含む電子デバイス、ならびに接触をベー
スとする人間インターフェースを使用している他のデバイスとインターフェースすること
ができる。
【００１０】
　容量性タッチパネル１００は、互いに隣り合わせに配置された（たとえば平行トラック
、ほぼ平行のトラック、等々に沿って）クロスバーＩＴＯ駆動トレース／トラックなどの
駆動電極１０２を含んだＩＴＯタッチパネルを備えることができる。実施態様では、駆動
電極１０２は、高度に導電性の、光学的に透明な水平方向および／または垂直方向のスピ
ン／バーを使用して形成することができる。バーは、行トレースおよび／または列トレー
スの抵抗を小さくすることができ、したがってパネル全体に渡る位相シフトが小さくなり
、また、接触コントローラ回路機構の複雑性が緩和される。駆動電極１０２は、細長く延
びている（たとえば縦軸に沿って延在している）。たとえば各駆動電極１０２は、容量性
タッチパネル１００の基板などの支持表面の軸に沿って延在することができる。駆動電極
１０２は、ピッチ１０６（たとえば駆動電極１０２の隣接する軸間の実質的に反復性の間
隔）を有している。実施態様では、駆動電極１０２は、駆動電極１０２の隣接する縁間の
最短距離からなる特性間隔１０８を同じく有している。
【００１１】
　また、容量性タッチパネル１００は、駆動電極１０２を横切って互いに隣り合わせに配
置された（たとえば平行トラック、ほぼ平行のトラック、等々に沿って）クロスバーＩＴ
Ｏセンサトレース／トラックなどのセンサ電極１１０を同じく含む。実施態様では、セン
サ電極１１０は、高度に導電性の、光学的に透明な水平方向および／または垂直方向のス
ピン／バー（たとえばすでに説明したスピン／バー）を使用して形成することができる。
センサ電極１１０は、細長く延びている（たとえば縦軸に沿って延在している）。たとえ
ば各センサ電極１１０は、容量性タッチパネル１００の基板などの支持表面の軸に沿って
延在することができる。センサ電極１１０は、ピッチ１１２（たとえばセンサ電極１１０
の隣接する軸間の実質的に反復性の間隔）を有している。センサ電極１１０は、「二重バ
ー」構成を有するものとして示されているが、本開示によれば、他のセンサ電極１１０構
成を利用することも可能であることを理解されたい（たとえば「単一バー」構成、突起を
有する電極、等々）。
【００１２】
　実施態様では、ピッチ１１２は、指の接触径に基づいている。たとえば隣接するセンサ
電極１１０間のピッチ１１２は、中心間で約５ミリメートル（５ｍｍ）にすることができ
る。しかしながら５ミリメートル（５ｍｍ）のピッチ１１２は、単なる例として提供され
たものであり、本開示を制限することを意味しているわけではない。したがって他の実施
態様は、５ミリメートル（５ｍｍ）よりも広いピッチ１１２、または５ミリメートル（５
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ｍｍ）よりも狭いピッチ１１２を有することも可能である。
【００１３】
　駆動電極１０２およびセンサ電極１１０は座標系を画定しており、各座標位置（ピクセ
ル１１３）は、駆動電極１０２のうちの１つと、センサ電極１１０のうちの１つとの間の
各交点に形成されるコンデンサを備えている。したがって駆動電極１０２は、各コンデン
サに局部静電界を生成するための電圧源（または電流源）に接続されるように構成されて
おり、各コンデンサ部分における指および／またはスタイラスによって生成される局部静
電界の変化によって、対応する座標位置における接触と結合した容量が小さくなる。この
方法によれば、異なる座標位置における複数の接触を同時に（または少なくとも実質的に
同時に）知覚することができる。実施態様では、駆動電極１０２は、電圧源（または電流
源）によって並列に駆動することができ、たとえば一組の異なる信号が駆動電極１０２に
提供される。他の実施態様では、駆動電極１０２は、電圧源（または電流源）によって直
列に駆動することができ、たとえば各駆動電極１０２または駆動電極１０２のサブセット
が一度に１つずつ駆動される。
【００１４】
　図１から図３に示されているように、タッチパネル１００は誘電体構造１０４を含み、
誘電体構造１０４は、センサ電極１１０の上に配置されている。１つまたは複数の実施態
様では、誘電体構造１０４は、所望のパターンを提供し、および／または電気変位場を導
くために、約１０ナノメートルから約１００ナノメートルまでの範囲に及ぶ厚さを有する
ことができる。図４に示されているように、誘電体構造１０４は、誘電材料の複数の層を
備えることができる。たとえば誘電体構造１０４は、第１の誘電材料１０４（１）、第２
の誘電材料１０４（２）、第３の誘電材料１０４（３）、等々を含むことができる。
【００１５】
　いくつかの実施態様では、様々な誘電材料は、同じ誘電材料、異なる誘電材料（互いに
対して）またはそれらの組合せからなっていてもよい。誘電材料は、タッチパネル１００
の要求事項に基づいて選択することができることが企図されている。いくつかの実施態様
では、誘電材料は、五酸化ニオブ（Ｎｂ２Ｏ５）、二酸化チタン（ＴｉＯ２）、等々から
なっていてもよい。たとえば誘電材料は、所望のパターンを提供し、および／または電気
変位場を導くために、約２０から約１００までの範囲に及ぶ比誘電率を有する誘電材料を
選択することができる。しかしながらいくつかの実例では、チタン酸バリウム（ＢａＴｉ
Ｏ３）などのより大きい誘電率を有する強誘電体を利用することができる。誘電材料は、
所望のパターンを提供し、および／または電気変位場を導くために、容量結合を修正する
ように選択される。したがって容量結合および／または静電界の所望のパターンは、誘電
体構造１０４のために選択される誘電材料のタイプを指示することができる。
【００１６】
　図１および図２に示されているように、誘電体構造１０４は、様々な方法で構成するこ
とができる。たとえば図１に示されているように、タッチパネル１００は、長方形構成で
構成された誘電体構造１０４を含み、また、図２に示されているように、タッチパネルは
、ひし形構成で構成された誘電体構造１０４を含む。図２に示されているひし形構成を参
照すると、ひし形パターンの誘電体構造１０４は、ピクセル中心１１３から緩やかな先細
りを提供している。緩やかな先細りは、静電界の正確で滑らかな局部化を提供することが
できる。別の実施態様では、図３に示されているように、タッチパネル１００は、円形構
成で構成された誘電体構造１０４を含む。設計の要求事項に応じて他の形状を利用するこ
とができることが企図されている。
【００１７】
　図５に示されているように、センサ電極１１０は、駆動電極１０２から電気絶縁されて
いる（たとえば誘電体層、等々を使用して）。たとえばセンサ電極１１０は、１つの基板
（たとえばガラス基板の上に配置されたセンサ層１１４を備えた）の上に提供することが
でき、また、駆動電極１０２は、別の基板（たとえば別の基板の上に配置された駆動層１
１６を備えた）の上に提供することができる。この２層構成では、センサ層１１４は、駆
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動層１１６の上方に配置することができる（たとえば接触表面に対して）。たとえばセン
サ層１１４は、駆動層１１６よりも接触表面の近くに配置することができる。しかしなが
らこの構成は、単なる例として提供されたものであり、本開示を制限することを意味して
いるわけではない。したがって、駆動層１１６がセンサ層１１４よりも接触表面の近くに
配置され、および／またはセンサ層１１４および駆動層１１６が同じ層を備える他の構成
を提供することも可能である。
【００１８】
　１つまたは複数の容量性タッチパネル１００は、タッチスクリーンアセンブリ１１８と
ともに含まれ得る。タッチスクリーンアセンブリ１１８は、ＬＣＤスクリーン１２０など
のディスプレイスクリーンを含むことができ、センサ層１１４および駆動層１１６は、Ｌ
ＣＤスクリーン１２０と、たとえば保護カバー１２４（たとえばガラス）が取り付けられ
た結合層１２２との間に配置される。保護カバー１２４は、保護コーティング、無反射コ
ーティング、等々を含むことができる。保護カバー１２４は接触表面１２６を備えること
ができ、オペレータは、この接触表面１２６の上で、１本または複数本の指、スタイラス
、等々を使用して、コマンドをタッチスクリーンアセンブリ１１８に入力することができ
る。コマンドを使用して、たとえばＬＣＤスクリーン１２０によって表示される図形を操
作することができる。さらに、コマンドは、容量性タッチパネル１００に接続された、マ
ルチメディアデバイスなどの電子デバイス、または別の電子デバイス（たとえばすでに説
明したような電子デバイス）への入力として使用することも可能である。
【００１９】
プロセス例
　次に図６を参照すると、誘電体構造が中に形成された容量性タッチパネルを供給するた
めの技法の例が記述されている。
【００２０】
　図６は、一実施態様例における、図１から図５に示され、かつ、上で説明した容量性タ
ッチパネル１００などの容量性タッチパネルを供給するためのプロセス６００を示したも
のである。示されているプロセス６００では、互いに隣り合わせに配置された、細長く延
びた駆動電極が形成される（ブロック６０２）。たとえば図１から図５を参照すると、ク
ロスバーＩＴＯ駆動トレース／トラックなどの駆動電極１０２は、互いに隣り合わせに配
置される。駆動電極１０２は、高度に導電性の、光学的に透明な水平方向および／または
垂直方向のバーを使用して、容量性タッチパネル１００の基板の上に形成することができ
る。
【００２１】
　次に、駆動電極を横切って互いに隣り合わせに配置された、細長く延びたセンサ電極が
形成される（ブロック６０４）。たとえば引き続いて図１から図５を参照すると、クロス
バーＩＴＯセンサトレース／トラックなどのセンサ電極１１０は、駆動電極１０２を横切
って互いに隣り合わせに配置される。センサ電極１１０は、高度に導電性の、光学的に透
明な水平方向および／または垂直方向のバーを使用して、容量性タッチパネル１００の基
板の上に形成することができる。次に、図６に示されているように、誘電体構造がセンサ
電極の上に形成される（ブロック６０６）。たとえば図１から図３に示されているように
、複数の誘電体構造１０４がセンサ電極１０２の上に形成される。一実施態様では、誘電
体構造１０４は、誘電体構造１０４がタッチパネル１００のピクセル中心１１３の上に配
置されるように形成される。１つまたは複数の実施態様では、誘電体構造１０４は、適切
な堆積プロセスを利用して形成される。たとえば誘電体構造１０４は、適切な薄膜プロセ
ス、厚膜プロセス、等々を利用して形成することができる。一実施態様例では、誘電体構
造１０４は、センサ電極１１０の上に直接形成される。
【００２２】
結論
　以上、主題について、構造的特徴および／またはプロセス操作に特化された言語で説明
したが、添付の特許請求の範囲で定義されている主題は、必ずしも上で説明した特定の特
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徴または動作に限定されないことを理解されたい。そうではなく、上で説明した特定の特
徴および動作は、特許請求の範囲を実現する例示的形態として開示されている。
【符号の説明】
【００２３】
　　１００　相互容量式タッチパネル、容量性タッチパネル
　　１０２　駆動電極
　　１０６、１１２　ピッチ
　　１０４　誘電体構造
　　１０４（１）　第１の誘電材料
　　１０４（２）　第２の誘電材料
　　１０４（３）　第３の誘電材料
　　１０８　特性間隔
　　１１０　センサ電極
　　１１３　ピクセル、ピクセル中心
　　１１４　センサ層
　　１１６　駆動層
　　１１８　タッチスクリーンアセンブリ
　　１２０　ＬＣＤスクリーン
　　１２２　結合層
　　１２４　保護カバー
　　１２６　接触表面

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【手続補正書】
【提出日】平成28年12月21日(2016.12.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　互いに隣り合わせに配置された、複数の細長く延びた駆動電極と、
　前記複数の細長く延びた駆動電極を横切って互いに隣り合わせに配置された、複数の細
長く延びたセンサ電極であって、前記複数の細長く延びた駆動電極および前記複数の細長
く延びたセンサ電極が複数の交点を画定し、各交点が前記複数の細長く延びた駆動電極の
それぞれの駆動電極および前記複数のセンサ電極のそれぞれのセンサ電極によって画定さ
れる、複数の細長く延びたセンサ電極と、
　複数の誘電体構造であって、前記複数の誘電体構造の各誘電体構造が前記複数の交点の
それぞれの交点の上に配置されている、複数の誘電体構造と
　を備えている相互容量式タッチパネル。
【請求項２】
　前記複数の誘電体構造の各誘電体構造の中心が前記複数の交点の前記それぞれの交点の
中心と整列している、請求項１に記載の相互容量式タッチパネル。
【請求項３】
　前記複数の誘電体構造の各誘電体構造が、前記複数の誘電体構造の互いの誘電体構造か
ら物理的に分離している、請求項１または２に記載の相互容量式タッチパネル。
【請求項４】
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　前記複数の誘電体構造の各誘電体構造が、ユーザ入力器具が前記それぞれの交点の近傍
に位置している間、前記ユーザ入力器具との容量結合を大きくするように構成されている
、請求項１から３のいずれか一項に記載の相互容量式タッチパネル。
【請求項５】
　前記複数の誘電体構造の各誘電体構造が、前記それぞれの交点における前記それぞれの
センサ電極の上に直接配置されている、請求項１から４のいずれか一項に記載の相互容量
式タッチパネル。
【請求項６】
　前記複数の誘電体構造のうちの少なくとも１つの誘電体構造が複数の誘電材料を備えて
いる、請求項１から５のいずれか一項に記載の相互容量式タッチパネル。
【請求項７】
　前記複数の誘電体構造のうちの少なくとも１つの誘電体構造が、２０から１００の範囲
の比誘電率値を有する少なくとも１つの誘電材料を備えている、請求項１から６のいずれ
か一項に記載の相互容量式タッチパネル。
【請求項８】
　前記複数の誘電体構造のうちの少なくとも１つの誘電体構造が、五酸化ニオブ（Ｎｂ２

Ｏ５）、二酸化チタン（ＴｉＯ２）またはチタン酸バリウム（ＢａＴｉＯ３）を含む、請
求項１から７のいずれか一項に記載の相互容量式タッチパネル。
【請求項９】
　前記複数の細長く延びた駆動電極を前記複数の細長く延びたセンサ電極から電気絶縁す
る少なくとも１つの誘電体層をさらに含む、請求項１から８のいずれか一項に記載の相互
容量式タッチパネル。
【請求項１０】
　前記複数の細長く延びた駆動電極および前記複数の細長く延びたセンサ電極の上に配置
されたカバーをさらに含み、前記複数の誘電体構造が、前記複数の細長く延びたセンサ電
極と前記カバーとの間に配置されている、請求項１から９のいずれか一項に記載の相互容
量式タッチパネル。
【請求項１１】
　第１の基板をさらに含み、前記複数の細長く延びた駆動電極が、前記第１の基板全体に
渡って互いに隣り合わせに配置されている、請求項１から１０のいずれか一項に記載の相
互容量式タッチパネル。
【請求項１２】
　第２の基板をさらに含み、前記複数の細長く延びたセンサ電極が、前記第２の基板全体
に渡って互いに隣り合わせに配置されている、請求項１１に記載の相互容量式タッチパネ
ル。
【請求項１３】
　前記第２の基板が前記第１の基板の上に置かれ、前記複数の誘電体構造が前記第２の基
板の上に置かれている、請求項１２に記載の相互容量式タッチパネル。
【請求項１４】
　前記複数の誘電体構造の各誘電体構造が、１０ナノメートルから１００ナノメートルの
範囲の厚さを有している、請求項１から１３のいずれか一項に記載の相互容量式タッチパ
ネル。
【請求項１５】
　前記複数の誘電体構造のうちの少なくとも１つの誘電体構造が、長方形、ひし形または
円形の形状を有している、請求項１から１４のいずれか一項に記載の相互容量式タッチパ
ネル。
【請求項１６】
　前記複数の誘電体構造のうちの少なくとも１つの誘電体構造が、前記それぞれの交点の
中心からの距離とともに先細りになる形状を有している、請求項１から１５のいずれか一
項に記載の相互容量式タッチパネル。



(11) JP 2017-518586 A 2017.7.6

【請求項１７】
　相互容量式タッチパネルを形成する方法であって、
　互いに隣り合わせに配置された、複数の細長く延びた駆動電極を形成するステップと、
　前記複数の細長く延びた駆動電極を横切って互いに隣り合わせに配置された、複数の細
長く延びたセンサ電極を形成するステップであって、前記複数の細長く延びた駆動電極お
よび前記複数の細長く延びたセンサ電極が複数の交点を画定し、各交点が前記複数の細長
く延びた駆動電極のそれぞれの駆動電極および前記複数のセンサ電極のそれぞれのセンサ
電極によって画定される、ステップと、
　前記複数の交点の上に複数の誘電体構造を形成するステップであって、前記複数の誘電
体構造の各誘電体構造が前記複数の交点のそれぞれの交点の上に形成される、ステップと
　を含む方法。
【請求項１８】
　前記複数の誘電体構造を形成するステップが、前記複数の誘電体構造の各誘電体構造の
中心が前記複数の交点の前記それぞれの交点の中心と整列するように前記複数の誘電体構
造を形成するステップを含む、請求項１７に記載の方法。
【請求項１９】
　前記複数の誘電体構造を形成するステップが、前記複数の誘電体構造の各誘電体構造が
、前記複数の誘電体構造の互いの誘電体構造から物理的に分離するように前記複数の誘電
体構造を形成するステップを含む、請求項１７または１８に記載の方法。
【請求項２０】
　前記複数の誘電体構造の各誘電体構造が、前記それぞれの交点における前記それぞれの
センサ電極の上に直接配置される、請求項１７から１９のいずれか一項に記載の方法。
【請求項２１】
　前記複数の誘電体構造のうちの少なくとも１つの誘電体構造が複数の誘電材料を備える
、請求項１７から２０のいずれか一項に記載の方法。
【請求項２２】
　前記複数の誘電体構造のうちの少なくとも１つの誘電体構造が、２０から１００の範囲
の比誘電率値を有する少なくとも１つの誘電材料を備える、請求項１７から２１のいずれ
か一項に記載の方法。
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